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第 14 回 ア ジ ア 地区国際家政学会議

　　　　　　　　　マ レ ー シ ア 大会報告

（ARAHE ）

  日本家政学会　国際交流委員会

　標記 国際会議 は，2007年 8 月 6 日（月）〜9 日（木〉

に，マ レーシ ア国 Petaling　Jaya市の Eastin　Hotelで

「Reerienting　Human 　 Capital　in　 Home 　 Economics：

Meeting　Current　and 　Future　Challenge」 の テ
ー

マ の

もと に 開催 され，10 力国か ら 229件 の研究発表 申込

が あっ た，以下 に 主な内容を記す．

　歓 迎 レ セ プ シ ョ ン ・開会式

　歓迎 レ セ プシ ョ ン は，8月 6 日（月）午後 6時過 ぎ，

地下 1階 Ballroomに て ，多文化国で あ る マ レ
ー

シ ア

を象徴する多種の郷土料理が ふ る まわれ る 中，終始 自

由な雰囲気で行わ れ た．

　開会式 は
， 8 月 7 日（火）午前 8 時 30分 ， 地下 1 階

Ballroom に て 大音量 の 音楽 と共 に 開始 され た ，

MHEA （マ レ
ー

シ ア家政学会）会長 （Rusinah　Joned

氏），ARAHE 会長 （澤井セ イ 子氏），　 IFHE 会 長

（Lilha　Lee 氏 ），　 ISM （lnstitut　 Sosial　Malaysia） の

Director（Mohamed 　Fadzil　Bin　Che　Din 氏 ）か ら開

会の 挨拶，Y ．　Bhg．　Tan，　Sri．　Dato ’ Napsiah　Omar 氏

か らは挨拶 と開会宣言がな された．厳粛な中に も時に

笑 い を誘 う和や か な 雰囲気 の もとに，各代表が そ れ ぞ

れ の 立場 か らア ジ アや国際社会にお け る家政学 の 意義

と課題 や ，首都機能移転 に 代表され る 先進 国化計画 に

よ っ て変わ りつ つ あ る最中の マ レ
ー

シ ア に お い て 国際

会議を開催する意義に つ い て語 っ た．

　晩餐会 ・カ ン トリ
ー

パ フ ォ
ー

マ ン ス

　 8 月 8 日（水〉午後 8時 45分 ，着席の 中華ス タイ ル

で行 わ れ た ，会場が暗 くな り，ス ク リ
ー

ン に は デ ィ ズ

ニ
ー

の welcome 映像が ス タ
ー

ト．ろ うそ くの 映像 が

引 き画面に な っ た と思 うと，い つ の まに か現れ た 5 人

の ウ ェ イ ターが各テ ーブ ル に キ ャ ン ドル サービス ，と

い う粋 な 演出 で 始 ま っ た ．次 々 に 運 ば れ る 中華料理 に

舌鼓 を打 つ 中，カ ル チ ュ ラ ル パ フ ォ
ー

マ ン ス が開始 ，

中国風 イ ン ド風 マ レ
ー
風 先住民風等，マ レ

ー
シ

ア に伝わ る各文化の 踊 りが ，会場前方を も走 り回 る ダ

イ ナ ミ ッ ク さで次々 と華麗に繰 り広げ られた．次に，

参加各国か らの パ フ ォ
ー

マ ン ス とな り，ユ番で あ る 日

本は着物を着た 4 名 に よる扇で の踊 りと共に 「上 を向

い て歩 こ う」を披露．日本は参加者が多 く，全員が壇

上 に乗 り切れ ない 程で あ っ た ．そ の 後 ， イ ン ド，
シ ン

ガ ポール ，韓 国，フ ィ リピ ン ，台 湾，タイか らの 歌や

踊 りがあ り，会場 を巻 き込む楽 しい パ フ ォ
ー

マ ン ス が

繰 り広げ られ た，最後 に次期役員 と次期開催国イ ン ド

の 紹介等が な され，会は夜 11 時半 まで 盛大に行わ れ

た．　　　　　　　　 （椙 山女学 園大学　室　雅子）

　基調講演 ・全体会議

　Opening 　Ceremony 後 の 基調講演 は，開催国 マ レ
ー

シ ア の En　Mohd 　Yazid　Bin　Awaluddin 氏 （Depart−

ment 　 of　 Skills　 Development，　 Ministry　 of 　 Human

Resources）に よ っ て ，厂Enhancing　Human　Capita1　in

Vocational　 Training： Malaysia　 Experienee （Skilled

Workforce　Development 　in　Malaysia＞」 の テ
ー

マ の

もと に行わ れ た．

　マ レーシ ア で は独立後，開発振興 が 国家政策と して

段階的に進め ら れ て お り，現在は 2010年を目途 に 第

9次 マ レーシ ア プ ラ ン が実施 され て い る．その 中 で は，

人的資本 の開発 ・強化が重視され て おり，知識や ア イ

デ ィ ア を生 む能力の 向上 ，
‘一

流意識
’

の醸成 も掲げ

られ て い る．続 い て ，統計資料 を示 しな が らマ レーシ

ア 国民 の 年齢構成や労働人 口，雇用 率お よ び産業や経

済の 状況 に つ い て 説明 が あ っ た．そ して行政，企業，

人材 育成者な どの 各立場から，人的資本開発 に お け る

課題 が論 じ られ，国内 の ス キ ル ト レーニ ン グ の 整備
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（施 設やプ ロ グ ラ ム の 認可 ，ス キル の 基準や 認証制度，

法的整備な ど）に つ い て解説が あ っ た．

　基調 講演に 引 き続 き，以下 の 3名 に よ る Plenary
Sessionが行われ た ．

　 現 IFHE 会長 の Lilha　Lee 氏 （韓国） は ，　 IFHE の

視点か ら，変動する社会に お ける家政学に関わ る人的

資本の 重要性を論じた．今日 ，持続可能な開発の ため

の 人的資本 を育成す る こ とが 急務 で あ り ，

“
IFHE

Position　Statement：Home 　Economics　in　the　21st　Cen−

tury
”

は，家政学 の 特質や 専 門性 を明確に示 して お り，

変動する 社会の 中で家政学に お い て人的資本 を育成す

る上 で有効なガイ ドラ イ ン となる と述べ た．

　続 い て ，現 ARAHE 会 長 で あ る Seiko　Sawai氏
（日本）は冒頭 ，家 政学 にお ける人的資本 の 意 味 を問

い ，日常生活 を総体的 に捉 え，人 々 の 生活の 質の 向上

に資する よ う研究成果 を活用する こ との重要性を述べ

た．そ し て ARAHE 創設 20周年記念誌 を紹介 しなが

ら，人 的資本 開発 に お け る ARAHE の こ れ ま で の 取

り組みお よ び今後 の 課題 につ い て論 じた．

　 3番目の Hapsah　Nawawi 氏 （マ レ
ー

シ ア）の ス ピー

チ に は，残念なが らプ ロ グラム 進行の 都合上
， 十分な

時間が 提供 され なか っ た が ，氏は ，家政学に お ける 人

的資本の 課題 として ，家政学 の 各分野 の 結合 を強化す

る こ と
， 個 々 の 潜在能力 を強化す る こ と，優れた人的

資本 または起業家を創出するため に専門知識 を向上 さ

せ る こ とを挙げ ら れ た，　　 （山形大学　大森　桂）

　 カ ン トリープ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン 1

　カ ン トリ ープ レ ゼ ン テ
ーシ ョ ン 1 で は ，イ ン ドの

Ela　Dedhia 氏 の 議 長 の もと，日本，韓国，タ イ，シ

ン ガ ポ
ー

ル の 4 力 国か ら，会議テ ーマ 「Reorienting

Human 　Capital　in　Home 　Economics；　Meeting　Current

and 　Future　Challenges」 に即 し ， 家政学 が社 会 にお

い て 果 たすべ き，そ して求め られ る役割につ い て各国

か ら紹介された ．

　Yukiko　Kudo 氏 （文部科学省，日本）か らは 日本

の教育改革の 現状に お い て 家政学に強 く求め られ る役

割，すな わ ち ， 共生 と 自立 を 目指 した社 会 の 構築，将

来的発展 に 必要 な伝統的な文化 の 尊重，gender 　equal −

ityの 推進 とい っ た 3 点が提示 され た．

　シ ン ガ ポール か ら は将来の シ ン ガ ポ ール の 人 的資本

発展の ため の 礎石 と し て ，教育に おけ る家政学 と健康

促進プ ロ グ ラ ム の 実践 の 紹介が なされ た ．問題解決学

習 ，
‘Teach 　Less，　Learn　More

’

，生徒主 導の 商 業活

動等の 教育活動や ，健康促進プ ロ グ ラ ム に お け る家政

学の果たす役割があげられた．

　 タ イ か ら は少子化等，人的資本の 現状か ら家政学 に

求められ る 変化 と挑戦 を ， 幸福 を中心 に生活 の 質の 管

理 とい っ た Well−Being，バ ラ ン ス の とれ た精神や 身

体 とい っ た健康的な生活，適切 な職業，安全 な環境 と

い っ た豊か な生活の 3 点を三角形に 囲ん だ構造図等が

提示さ れ た．

　Jinkyung　Chang氏 （韓国）か らは家族 の機能を強

化す る こ とを目的 に設立 され て い る 「健康的な家族サ

ポートセ ン ター」の 活動実践や 課題 が報告 さ れた．多

様化する家族の抱え る課題に対応 して，セ ラ ピー
や キ ャ

ン プ，デ ィ ケ ア サポ ー
ト等が積極的に行われ て い る様

子が紹介 され た ．

　各国の 状 況は異 な っ て い て も，変化す る社会や教 育

の現状 に即 して ，家族を中心 と し た生活の 充実に果た

すべ き家政学や家政学者の役割の大 き さ は共通で ある

と再認識 させ られ た ，　　　 （山梨大学　志村結美〉

　 カ ン トリ
ー

プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン 皿

　大会 2 日目の午後，カ ン トリ
ー

プ レゼ ン テ
ー

シ ョ ン

H が行われた，予定 され て い た香港，フ ィ リピ ン か ら

の報告は行われず，台湾 ，
マ レーシ ア ， イ ン ドの 順 に，

大会テ
ー

マ に沿 っ て 3 力 国 が 発 表した．

　台湾 は ，家政学 （Home 　Economics ）と い う名称 が

使われな くな り，各専門領域 に分化され異 なるカ リキ ュ

ラ ム が行われ て い る とい う現状 と，家政学に関連する

分野 を学ん だ 者 の 進路の 現状 に つ い て報告 し た．教 員

や フ ァ ミ リ
ー

ライ フ
・エ デ ュ ケ

ー
タ
ーをは じめそれぞ

れ の 分野 で の 活躍 の 場がある
一

方 で ，保育士 や 教員 の

就職先が少な い こ と，公的な専門資格の 不足，低賃金

とい っ た問題点がある こ とが指摘 された．今後，家政

学を 学 ん だ者が
， 家庭経 営や介護 の サ ービ ス 事業 ， 家

庭裁判所 の 調停員 ，
カ ウ ン セ ラ

ー
，生活指導員 ， ウ ェ

デ ィ ン グ プ ラ ン ナ
ー

など様 々 な職業で 活躍 して い くこ

とを提案 し た ．そ し て ，台湾 を紹介する 華や か な

VTR が 上映さ れ た．

　マ レーシ ア は ，製造業か らサ
ービス 業へ と移行 した

産業構造 の変化と職業教育の 現状 に 関連する報告で あ っ

た．サ
ービ ス 業の 中で も特に ，接客業に関する職業教

育の場の整備が進め ら れ て い る とい う．ホ テ ル業とケ ー

タリ ン グ に 関す る コ ース と観光に関する コ ース が設 け

られ ，それぞ れ 3 年間 の 課程 （Diplo皿 a　Course） と

2 年間 の 課程 （Certificate　Course）が あ り，体系的

な カ リ キ ュ ラ ム と評価基準が紹介 された．具体的な学

習内容に つ い て も，写真 を交え紹介さ れ た．
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第 14回 ア ジ ア 地区国 際家政 学会議 （ARAHE ）マ レ
ー

シ ア 大会報告

　 イ ン ドは ，自由主義化が 進展 し て い くイ ン ド社会の

現状 と課題 に つ い て の報告で あ っ た．社 会 の 変化 を受

け，政府で は，教育機会の 拡充 と質の改善，金融改革，

農村地 域 の 経済的基盤 をつ くる こ との 3 点に重点をお

い て い るとい う．報告で は ，子 ども中心の教育，女性

中心 の 家族，人間中心 の 発達 ，知識 中心 の 社会，革新

中心 の イ ン ド，こ れ ら 5 つ 全 て が まとま っ て 行われ て

い くこ との 重要性を指摘 して い る ．そ して ，政府 ・企

業 ・教育 ・研 究 の 4 者の 協力 と調和 が 家政学 に お い て

も必要 で あ ると結 ん で い る．

　カ ン トリ
ー

プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン H で は，各国の経済

産業事情に よ っ て重視 さ れ る 人的資本が 異な り，家政

学に求め られ る教育に違 い が 出て い る 点に大変興味深

い もの があ っ た，（國學 院大學栃木 短大　永田晴子）

　 シ ン ポ ジウ ム

　 開始時間が遅れたためか討論の時間はな く，3 名の

シ ン ポ ジ ス トの 報告は
， そ れ ぞ れ の 専門的立 場か ら本

会議 の キ
ー

ワ
ー

ドであ る 「人 的資本」 （human 　capi −

tal）あ る い は 「未来 へ の 挑戦」 （future　challenges ）

に ア プ ロ ーチする興味深 い 内容で あ っ た．報告の概要

は次の通 り．

　Dr．　Kaija　Turkki 氏 （ヘ ル シ ン キ 大学教授）の 報告

は 「家 政 学 をい か に統 合 す る か 」 （The　Integrative

Image　of 　Home 　Economics− from　theories　 to　appli −

cations ） を テ ーマ に ，フ ィ ン ラ ン ド家政学の 歴 史，

家政学の役割，現代及 び未来へ の社会貢献の 3 つ の視

点か ら議論 し，新 しい 家政学の フ レーム ワ
ーク （統合

理論と教育による実践）を提案するもの であ っ た．自

然 ・文化 ・社会環境 と人 間 （人間 として ，市民 として，

消費者 と して あ る べ き姿）との相互 作用 を 日常生活活

動 （human 　action 　everyday 　life）に統合す る とい う

氏の 持論で ある 「日常生活の 理論」 を余すと こ ろ なく

展開 し，さらに
， 学校に おけ る 家政教育 の フ レ

ー
ム ワ

ー

ク も提案 して い る．

　粕谷美砂子氏 （昭和女子大学准教授） らの 報告テ
ー

マ は，「第二 次世界大戦以降の 日本の 『食農教育』に

お ける 人的資源一ジ ェ ン ダー視点か らの 検討」で あっ

た ，日本 の 現代 の 「食農教 育」 に おけ る 人的資本に 関

わる資料 と統計デ
ー

タを用 い
， ジ ェ ン ダ

ー
統計 として

加工 ・分析 して 状況を把握 し，課題 を明らか にした も

の で ある．食農関連分野 の 人的資本の 男女の 割合に は

偏 りが み られ ，報酬が高 い 職場に男性が 多 く，報酬が

低 い 職場や ボ ラ ン テ ィ ア の 活動分野 に女性が 多くな っ

て い る．女性 の 職業的 自立 が可能 となる ような 「食農

教育」 の 推進が 必 要 で ある と結論づ け られ た．（以上

の 概 要は，粕谷 氏 に 依頼 して まとめ て い ただい た．）

　Dr．　Jarian　Masud 氏 （Putra　Malaysia大学）の 報

告は ，「わ くわ くパ ッ ケ ージを用 い た人 的資本へ の 投

資」 （Human 　Capital　Through 　Stimulation　Package＞
をテ

ー
マ とした 実践報告で ある ．それぞ れ に 異 な る 玩

具や 道具 （materials ）が詰 まっ たパ ッ ケ
ージ を コ ミ ュ

ニ テ ィ へ の投資 と同時に子 どもの発達を促す ツ
ール と

して 考案 し，65 世帯に ユ ヵ 月貸 し出 し た ．そ の 目的

は
， 限 られ た 資源 （パ ッ ケ

ージ ）を共有 して 効 率的 な

分配 を学ぶ こ とや，道具を使 うこ とで子ど もの 心身の

発達 を促進する こ と にある ．

　　　　　　　　　 （金城学院大学　中森千佳子）

　研 究報告 （テ ー
マ 4 　子 ども， 家族関係）

　口頭発表へ の エ ン トリ
ー

は全部で 17件，90分の セ ッ

シ ョ ン が 3 回行 われ，研究 1件あた りの 発表時間は質

疑応答をあわせ て 約 15分 と，コ ン パ ク トな もの で あ っ

た ．国別 内訳 は ，タイ 6件，韓国 4件，マ レーシ ア 3

件，日本 2件，台湾 1件，イ ン ド 1件で あ っ た．

　口頭発表 で は ，大学生 を対象に ，家族 ・家庭要因と

社会適応 や学業達成度などの発達態様との 関連に注 目

した 研究が 多か っ た ，具体的に は
， 社会適応に お け る

親か らの サ ポ ー
トの 重要性 （タ イ）， 家庭 生活 ス キ ル

と クオ リテ ィ ・オブ ・ライ フ との 関連 （タイ），良好

な家族関係 を築 い て い る学生 は ス トレ ス が低 い こ と

（タ イ），セ ル フ ・エ ス テ ーム と良好な親子関係は学業

達成度に影響する こ と （マ レーシ ア 〉，男子学生 の 喫

煙行動 と家庭環境 との 関連 （マ レー
シ ア）な どが報告

された．

　母親を対象 と した研究で は，メ ン タル ヘ ル ス や 子 ど

もの 養育態度 に お ける夫婦関係 の重要性 （日本），嫁

姑関係に お ける夫か らの サポー
トの 重要性 （台湾）T

ア トピー
性皮膚 炎 の 子ど も を持つ 母親 の 育児 ス トレ ス

（韓国）な どが報告 された，

　子 どもを対象 と し た研究で は ，新生児 の 体重 は子 ど

もの 生 ま れ た月に よ っ て 差がある こ と （イ ン ド），母

親の 養育態度が 幼児の Grati丘cation 　 ability の 遅 れ に

関連 して い る こ と （韓国），栄養過剰 と子 ど もの 行動

発達 との 関連 （タイ）な どで あ っ た，

　ポ ス タ
ー
発表は全部で 22件，日本 8件，韓国 8 件，

台湾 5件，タ イ 1 件で あっ た．韓国 か らは，母親の 養

育態度と子 どもの感情表現，祖父母 に よ る子育て の ケ ー

ス ス タ デ ィ ，女性 の 家庭に お け る リ
ーダーシ ッ プ と家

庭生 活満足度 ，母親 の 幼児教育に 対する ニ ーズ，幼児
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の 学習準備の 度合い とパ ーソ ナ リ テ ィ
ーな どが，台湾

か ら は 父親が 軍隊に勤務する家庭の 父親不在 の 問題 や ，

ペ ア レ ン テ イ ン グ教育 の 有効性 ，

“
grandfamily

”
の 増

加 と祖父母 による子育て，キリス ト教 の 家庭 にお ける

親子関係と宗教 の 影響，学童保育 に つ い て の 意識調査

が，タ イか らは若者の母子関係 と社会適応能力との 関

連に つ い て の研究が発表さ れ た．

　口頭発表，
ポ ス ター

発表と も に，子 ど もの 成長，発

達 に お ける家族 ・家庭要因の 重要性 を強調 したもの が

多 く，良好な家族関係の構築は各国共通 の 課題 で ある

との 思 い を強 くした ．

　　　　　　　　　（お茶の 水女子大学　蟹江教子）

　研 究報告 （テー
マ 7　食物 ， 栄養 ， 健康，ツ

ー
リズ

　ム とホ ス ピタ リテ ィ）

　 こ の 分野は，口頭発表が 8 月 8 日の 午後，ポス タ
ー

発表が 8 月 7 日午後，8 日午前の 2 回 に わ た っ て行わ

れ た ．表題 の よ うな テ
ー

マ の た め ，栄 養学や食生活 の

内容 に留まらず，幅広 い 内容の 研 究が報告された．

　口 頭発表 で は ll件 の 発表が，日本，イ ン ド，タ イ，

香港，台湾の 5 力 国か ら行われ，イ ン ドか ら の報告が

6件 と最 も多 く， 日本か らの 報告は 1件で あ っ た ．発

表内容 は 国 の 食文化，米 の 比較研 究，食教 育 の 役割，

ボ ス ピタリテ イ教育，青年 の 栄養摂取状 況，食生活 の

地域 間比較研究 ・授乳に おける影響 など多彩 なもの で

あっ た．ある研究発表で ，キ ーワードの解釈に対 して

意見交換がなされたが，国際学会ゆ えの 言語 ・文化の

違い に よる捉 え方 の 相違を感 じ ， 解決 の 難 しさと共 に ，

言葉を根本か ら捉 え直す素 晴 ら しい 機会だ と感 じた．

会場は レ セ プ シ ョ ン 等 も行 うような大 きい 部屋 だ っ た

た め ，空席 もめ だ っ て い た．よ り活発な意見交換が 行

わ れ れば，さ らに有意義な時間 に な っ た よ うに思 う．

　ポ ス タ
ー

発 表で は ，33 件 の ポ ス タ
ー

が展示 された，

10 の トピ ッ ク ス ，総数 工50件の ポ ス タ
ー

の 中で 33 件

とい う数は， こ の テ ーマ に対する興味
・
関心 の 高さ を

表 して い た．日本か らは 12件 （他国 との 共 同研 究含

む） の 発表が あ り，韓国 と と もに，発表 の 多くを占 め

て い た、日本人研究者に よる研究内容は，調理学領域 ・

栄養学領域 ・食習慣な どが多か っ た．どれ も色や 写真

を効果的に使 い ，見やす く，理解 しやすい ポ ス ターが

多か っ た．熱心 に写真を と っ た り， 質問 を した りして

い る姿 も多数見受けられた．

　口頭発表，ポ ス タ ー発表 を通 じて ，同 じテ ーマ 領域

と は い え，注 目さ れ て い る分野 に違 い を感 じた．それ

だけ，家政学が 自分 た ち の 生 活 に密着 して い る こ と を

再認識させ られた．

　　　　　　　　 （千葉大学 （院生） 佐野あゆ み 〉

　研究報告 （テー
マ 8 ア パ レ ル

， テ キ ス タイ ル
，

フ ァ ッ

　シ ョ ン と商品計画 ，化粧術）

　口頭発表 と して ，．8 月 8 日 （水）16 ：00 か ら研究発

表があ っ た，

　地域的な天然染料 に よ る染色法や，そ の 製品化，ま

た，ボ デ ィ サイズ の 規格化な ど の テ
ーマ で は発表者 と

近隣諸国 の 参加者 との 間に活発 な意見 の 交換が行われ ，

そ の 地域 で は共通 の 課題 で ある こ とが窺 われた．発表

テ ーマ は以下 の 通 りで ある ．

○ タイ国内地方の絹染色 （Sarunya　Kasembunyakorn

他），○ ボ デ ィ
ー ・サ イ ズ　 タ イ規格 （Srikanjana

Phonasa他），　 Olntegrating　Artisanal　Paper−Making

in　Fashion （S．　Ramsamy 　Iranah他）（当 日欠席），　 O

Creating　an 　Awareness 　Campaign 　of　Human 　Disease8

through　Textile　and 　Fashion （S．　R．　lranah他） （当日

欠席），OOcimum 　Sanctum ，　 Linn （Tulsi の 葉）に よ

る 木綿 と絹 の 染色 （Ela　Dedhia），　 O 　Sa 糸 の 手紡

（Sakorn　Chonsakorn），○北部 タ イ特有の テ キ ス タイ

ル に お け る タ イ の 智 恵 の 潜 在 資 源 　（Kajijarus

Piromthamsiri他 〉，○ ドラ ム 型 洗濯機 の すすぎ条件

に よ る 木 綿 織 物 の 機 械 的 感 覚 的 特 質 に つ い て

（Haewon 　Chung ，　 Mi −hyun　Sa），021 世紀フ ァ ッ シ ョ

ン商品に お ける ミ ニ マ リ ズ ム の 研究 （E．S，　Lee，　E．　J，

Lee），○ フ ァ ッ シ ョ ン シ ョ ッ ピ ン グ技能 に よ る販売

員態度に対する消費者評価と韓国大学生 に対する フ ァ ッ

シ ョ ン 関係 の 研 究 （ES ．　Lee，　Y．　Y．　Jung），○韓国婦

人の 美的表現の時代的変化 に 関する研究 ボ デ ィ
ーデ ザ

イ ン に焦点をあて て （ES ．　Lee 他）ポ ス ター発表 は

1ユ件 で あっ た ，

　　　　　　　　　　 （日本女子大学　田中俊子 ）

　研究報告 （テ ーマ 6　家庭経営 ・経 済，テ
ー

マ 9

　住居
・
環境開発）

　口頭発表で は ，まず残念で あ っ た の が．プロ グラ ム

の 変更 で ある．配布プロ グラ ム の 最初の 発表者 で ある

大竹氏が別室で の発表と な り，こ の 部屋 の 最初 の 演 者

は久保氏であっ た．ともに大変興味深 い 発表演目で あ っ

ただけに，聞き逃 した参加者 もい た の で はな い か と思

われ る．そ の 久保氏 の 発 表は
， 共働 き夫婦が双方 の 親

や保育園 の 手助け を受け つ つ 子 育 て ・家事を行 っ て い

る 日本の 実態が，4 つ に大 きく分類され報告 された，

　 2 番 目は タ イ の 若 い 研究者よ り，Kasetsart大学の

18歳か ら 24 歳の 女子学生 の 学習態度 ・取 り組み ，時
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99　14回 ア ジア地区国際家政学会議 （ARAHE ）マ レ
ー

シ ア 大会報告

問管理，学習 目標到達度の 関係 を，カ イニ 乗検定な ど

統計的手法を用 い て考察され た結果が報告 さ
’
れ た．プ

ロ グ ラ ム 3番の韓国の グル
ー

プは，ポス タ
ー

発表タイ

トル の 誤記載で あ っ た 。

　4，5番目は地元 の マ レーシ ア の グル ープが，2件続

けて Child　Care　Center （CCC ） に 関する発表を した ．

マ レ ーシ ア で は両親が働 い て い る間親族 （祖父母な ど）

や ベ ビーシ ッ ター，メ イ ドが子 どもを世話する こ とが

多か っ た が ，近年 CCC の 需要が 増 して きて い る，そ

こ で ， 利用 者 （両親）か らの 聞 き取 り調査や現地調査

などか ら，子 ども達 を安全 に過 ご させ るため の プ ロ グ

ラ ム など に つ い て考察 さ れた ，また，企業併設 CCC

の 可 能性 ，pre−school だ けで な く after ・school 　pro−

gram も必要で ある こ となど も議論 され た．

　最後の 演 題は愛媛県に お ける タロ イモ の 調理 と物性

に関 して で あ っ た．元来食物栄養系で エ ン トリ
ー

され

て い た タ イ トル で あ っ た が な ぜ か こ の会場で の発表 と

な っ て お り，関連 の 研究者が い ず気の毒で あ っ た．そ

れ以外の 演題 に つ い て は，各国 の 事情に対する質疑応

答な ど活発 に行われ た．

　ポス ター発表 （テ ーマ 9 住居お よび環境開発関連 ）

で は
，
20 件の ポ ス タ ー発表 の うち 14件が 日本か ら，

5件が韓国 か ら残 りの ひ とつ が 台湾か らの 発表で あ っ

た．また，15題が住 居 関連 ，残 りの 5題 が環境や都

市開発関連の テ ーマ で あっ た．全体を通 して 地域色豊

かで ，バ ラ エ テ ィ に富ん だ発表で あっ た，衣 ・食 ・家

庭経済などと比べ て 参加者が 少な い 分野である の で ，

今後各国か らの積極的なア プ ロ ー
チを期待 した い ．今

回は掲示場所 とス ペ ー
ス ，発表時間な ど 日本か らの 参

加者に は疑問の残る 運営で あ り残念 で あ っ た．

　　　　　　　　　 （昭和女子大 ・院　中山栄子）

　研究報告 （テ ー
マ 10 　教育， コ ミュ こ テ ィ

・サ ー

　ビ ス ）

　教育お よび コ ミ ュ ニ テ ィ ・サ
ービ ス で は，口頭発表

8 件 とポ ス タ
ー
発表 16件が 行われた．こ こ で は 口 頭

発表に つ い て報告 し た い ，

　日本か ら の報告の ひ とつ ，山口，Ong ，平山，白井

（名古屋 女子大 ほ か）は 「情 報 コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 技

術 を用 い た中等学校 レ ベ ル の 家庭科 の シ ン ガ ポ
ー

ル ・

日本の国際交流プ ロ グ ラ ム の事例」で あ っ た，家政学 ・

家庭科 ・食生活 ・生 活文化の 情報，卒業研究などを，

E −mail ，ビデ オ会議，ホ ーム ・ペ ージ作成を通じて 交

流 した結果 ，生徒 ・学生 の モ チ ベ ーシ ョ ン ・国際理解 ・

社会 的 ス キ ル が向上 し，教員間 の 相互学習が促進 され

山口氏他の発表　photo　by 白井靖敏

た こ とを明らか に し た．

　筆者 と山口氏 （鹿児島県 短大 ， 名古屋 女子大）は

「日本に おける家政学 と家庭科教 育の 現状 ：ジェ ン ダ
ー

問題 と教育改革」で ，日本に おける ジ ェ ン ダー問題解

決の 立ち遅れ ，家政学の役割と可能性を論 じた ，

　以下，各国か らの 報告を紹介 して お く，授業に 関す

る 発表 と して
， 「学習障害 を 持 つ 就学前児童 の た め の

授 業 ：概念枠組み」 （Adiyodi，　Cheong：マ レ
ー

シ ア），

ハ
ー

ブ とス パ イス の実習授業か ら 「人種間の 調和を学

ぶ た め の 別 の ア プ ロ ーチ 」 （Fong ，　Foo ： シ ン ガ ポー

ル ），「テ ィ
ーン エ イ ジ ャ

ーの 家庭 環境，自信，学習 ス

タイル 」 （Tucar，　Caipang ：フ ィ リピ ン ）があ っ た，

　 エ ク ス テ ン シ ョ ン に 関して は，食品生産 ・加工 を通

じた 「QOL 向上 の た め の 家政学 ：Ubonrachatani省

の 事例」 （Saratapun，　 Hongsachart　 Rungsayatorn：

タイ），自尊感情 と コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン ・ス キ ル 向上

に寄与した 「韓国に おける離婚家族の テ ィ
ー

ン エ イジ ャ
ー

の ため の集団カ ウ ン セ リン グ ・プ ロ グ ラ ム 開発 に関す

る研究」 （Kim ，　Chang ：韓国）の 報告が あっ た ，

　高等教 育に 関 して は
， 親 の 教育 レベ ル

， 美 ・手入れ ・

家事 ・裁縫 へ の 関心，教 師
・親 ・仲 間か らの 刺激 と

「学 生 の 家政学 ・生活技 能科 目の 受容 レ ベ ル 」 （Rubi ：

マ レ
ー

シ ア ）の 関連が明 らか に され た，

　 口頭発表で は予定プ ロ グ ラ ム の約半分が当日キ ャ ン

セ ル さ れ た ，とは い え，討論時間 が よ り多く確保さ れ ，

意見交換 が活発 に展開 され る 結果 と な っ た ，ポ ス タ
ー

発 表の 掲示 時間 は 口頭発表 と重複 してお り，しか も短

か っ た．今後 の 工 夫が望まれ る．

　　　　　　　　　 （鹿児島県立短大　倉元綾子）

　 エ ク ス カーシ ョ ン

　最終 日の 午前中 は，バ ス 5台を連 ねて の エ クス カー
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シ ョ ン ．まずは，ク ァ ラ ル ン プール ・ク ラ フ ト ・コ ン

プ レ ッ ク ス に向か っ た ，ク ア ラ ル ン プール で 最 も賑や

かなビジネス 地区で ある 「ゴー
ル デ ン

・
トラ イア ン グ

ル （黄金 の 三 角地帯）」 に あ り ， 3．7ha の 土 地 に 広が

る観光名所，マ レ
ー

シ ア の様々 な工芸品の展示，デ モ

ン ス トレ
ー

シ ョ ン，また工 芸品制作の体験 もで き，シ ョ ッ

ピ ン グ も楽 しめ る ．滞在時間は 30分 と短時間 で あ っ

た が ，多彩な美術工 芸を楽 しむ こ とが で きた ．

　次 は，ゴ ー
ル デ ン ・トラ イア ン グ ル の 真ん 中 に位置

す る KLCC 地区へ ．高さ 452　m を誇 る ツ イ ン タ ワ
ー

ビ ル を見上 げる フ ォ トス ポ ッ トで 写真撮影．工998年

の完成か ら 2003年 まで は 世界 で 最 も高 い ビ ル ．南 国

の 光 の な か に聳え立 つ ガ ラス と鋼鉄 の 建物は ，マ レー

シ ア の 急速な経 済成 長を象徴 して い る よ うで あ っ た．

　 ッ イ ン タ ワ
ー

を左手に見なが ら，ク ア ラ ル ン プール

で 最も賑や かな繁華街 とい われ る ブ キ ッ
・ビ ン タ ン 地

区 に．高級ブ ラ ン ド店 の 入 っ た シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ
ー

や カ フ ェ が立ち並 び，マ レーシ ア の 銀座 と い っ た とこ

ろ．そ の ままバ ス で 通 り抜けチ ャ イ ナ タ ウ ン へ ，中国

の 下町に 入 っ たか と思うような漢字の 看板 も鮮やか な

古い 町並 み は，露店や屋台が 並 ぶ 夕方か ら喧騒 と し た

様子 を見 せ る よ うだ が ，午前中 は ま だ 閑散と して い た．

チ ャ イナ タ ウ ン を南下 し， 王宮 （イス タナ ・ヌ ガ ラ）
へ ．入場 は で きな い が ，門前 で 馬に乗 っ た衛兵 と写真

撮影が で き る．順番に馬 と
一

緒に カ メ ラ に収ま っ た ，

王宮か ら西北 へ 向か い ，マ レーシ ァ随一とい われ る ナ

シ ョ ナ ル ミ ュ
ージ ア ム を左手に 見なが ら，国立 モ ス ク

へ ．1965年に完成 した モ ス クは東南 ア ジ ア で 最大規

模 の モ ス ク，伝統的 な ド
ー

ム 型 の 屋根で はな く，貝殻

を思 わせ る 幾何学的な波状屋 根が 特徴で イス ラ ム 現代

建築の代表作 とい わ れ る ．高さ 73m の ミ レ ッ トが聳

え立ち，さすが イス ラ ム 教の 中心地だ と納得させ られ

る．最後 は ，独立 広場 （ム ル デ カ ・ス ク エ ア ）へ ．

100m の掲揚塔に国旗がはため くマ レ
ー

シ ア独立 の 記

念すべ き場所，緑の 芝 生 で 整備 さ れ た 広 大な 広場 に 立

っ と，植民地支配か ら独立を勝 ち取 っ た往時 の マ レー

シ ア の 人 々 の 熱 い 思 い が伝 わ っ て くる．周囲 に はイギ

リス 統治時代の 歴史的建造物が数多 く残 され，マ レ
ー

シ ア の 歴史 を知る に は欠かせな い 場所で ある．

　約 3 時間半の エ ク ス カ ーシ ョ ン なが ら，150 万人が

暮 らす マ レーシ ア の 首都 の 代表的 な場所 に立 ち寄 り ，

歴史 と文化 T そ して 人 々 の 暮 ら しに触れ る こ とがで き

た．　　　　　　　　　　 （千葉大学　久保桂子）

　理事会 ・評議会報告

　大会の 開始に先だつ 8 月 5 日午後か ら理事会が 開催

され た ．理事会 で は，ARAHE の 運営 に 関する 諸課

題 を整理 し議論を行い
， 議 決権 の あ る 評議会 に 諮 る ま

で の議題 の詰め を行 う，こ の委員会 は，会長，2 名の

副会長，事務局長及 び副事務局長，財政担当，会誌担

当，2名の 会計監査，工FHE の アジ ア地区理事，　 IFHE

会長 ，東地区理事，東南地区理事，イ ン ド地区理事の

15名に よ っ て 構成 され る ．今期 の 日本 か らの 委員 は

会長，財務委員，事務局長で あ る ．

　理事会の議論を経て 後，各議題は決議機関で ある評

議会 に諮 られ る こ と に な る．評議会は実行委員お よ び

団体会員 の 代表者 より構成されて い る．日本の 団体会

員 は 日本家政学会 ，日本家庭科教育学会，横浜 国立大

学家政教育学会，日本エ コ ロ ジ
ー
研究所の 4 団体で あ

り，団体議決権 21 の うち 4 票を持つ ．

　大会会期中毎 日開か れ た会合に は ，事務局 を担当す

る 日本家政学会 国際交流委員 も終始 そ こ に参加 して 議

論 の傍聴 ・事務局 として の 対応に あた っ た．ARAHE

の持続的な活動を支え る 上 で の大 きな課題と して事務

局機能の継続 ・持続性が あげられ る と思 うが，こ の 点

で 日本事務局 の 的確か つ 丁寧な対応は各国代表の 委員

各位 か ら高 い 評価 を得 た ．

　以下，紙面 の許す限 り，今回 の委員会 にお ける議題

を述べ る ．初め に事務局か らは，現在の会員数 の 確認，

新規に立 ち上 げを した ARAHE 　Web 　Siteの説明，事

務局 の
一

年間 の 活動状況 の 報告が あ っ た．次い で，編

集か らは会誌の 発行状況　投稿規定の 確認 ， IFHE 担

当か らは活動報告，2008年 ス イス 大会 の 予告，財 政

担当委員か らは会計収支 ・決算予算報告，監査報告が

行わ れ た ．従来 7 月 1 日
〜6 月末で あっ た会計年度は

1 月 1 日〜12 月末まで と変更する 案が 議決され ，そ

れ に伴 っ て 予算決算枠組 も変更 と な っ た ．

　ARAHE 規約 の 改 訂 に あた っ て は ，　 ARAHE は

IFHE の 下 部組織で あ る とい う位置づ け の 明確化，カ

テ ゴ リ
ー

別 に み た 会員 の 属性と資格 ・特権 の 確認 が 行

われ て ，終 身会員 の 会費は ，こ れ まで の 200 ドル か ら

300 ドル へ と
一

定の 猶予期間をへ て 値上 げされ る こ と

に な っ た．委員会の最後に は，次期会長の選挙が行わ

れ，澤井セ イ子現会長 の 留任が決ま っ た．なお ，次回

の大会 開催候補地 として フ ィ リピ ン と イ ン ドが 名乗 り

をあ げ，選 挙を経て 第 15回 の ア ジ ア 地区国際家政学

会議はイ ン ドで の 開催 とな っ た，

　 （国際交流特別副委員，文部科学省　工藤由貴子）
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